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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年10月31日(2013.10.31)

【公開番号】特開2012-78397(P2012-78397A)
【公開日】平成24年4月19日(2012.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-016
【出願番号】特願2010-220815(P2010-220815)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/00    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/04    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ  13/02    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｊ
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月11日(2013.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレンズ群を含む光学系であって、
　前記複数のレンズ群のうちの１つのレンズ群に含まれ、第１の媒質により形成された負
レンズと、
　前記負レンズの少なくとも１つのレンズ面に形成され、前記第１の媒質とは異なる第２
の媒質に密着する回折格子と、
　前記１つのレンズ群に含まれ、前記第１および第２の媒質とは異なる第３の媒質により
形成された正レンズと、を有し、
　前記第１の媒質のｄ線に対する屈折率をｎｄＡ、前記第１の媒質のｄ線に対するアッベ
数をνｄＡ、とするとき、
　ｎｄＡ≧１．７
　４０≦νｄＡ≦５５
なる条件を満足し、かつ、
　前記第３の媒質のｄ線に対する屈折率をｎｄＣ、前記第３の媒質のｄ線に対するアッベ
数をνｄＣ、とするとき、
　ｎｄＣ≦１．５５
　νｄＣ≧６０
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なる条件を満足することを特徴とする光学系。
【請求項２】
　前記回折格子と前記正レンズにおける前記負レンズ側のレンズ面との間の光軸上の距離
をＬＧＡＣ、前記光学系の広角端における物体距離が無限遠のときの光学全長をＯＬＷ、
前記光学系の望遠端における物体距離が無限遠のときの光学全長をＯＬＴ（前記光学系が
単焦点である場合は、ＯＬＷ＝ＯＬＴ）、とするとき、
　０．００≦｜ＬＧＡＣ／√（ＯＬＷ×ＯＬＴ）｜＜０．１０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１に記載の光学系。
【請求項３】
　前記光学系は、最も物体側に配置された第１レンズと、最も像側に配置された第２レン
ズと、絞りと、を含んでおり、
　前記回折格子が前記絞りよりも物体側に配置されている場合における物体距離が無限遠
であるときの前記第１レンズの物体側レンズ面から前記回折格子までの距離、あるいは、
前記回折格子が前記絞りより像側に配置されている場合における物体距離が無限遠である
ときの前記第２レンズの像側レンズ面から前記回折格子までの距離、をＬＯＩＤとすると
き、
　０．００１＜｜ＬＯＩＤ／√（ＯＬＷ×ＯＬＴ）｜＜０．５０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の光学系。
【請求項４】
　前記回折格子の回折による焦点距離をｆｄｏｅ、前記光学系の広角端における物体距離
が無限遠のときの焦点距離をｆｗ、前記光学系の望遠端における物体距離が無限遠のとき
の焦点距離をｆｔ（前記光学系が単焦点である場合は、ｆｗ＝ｆｔ）、とするとき、
　０．００１＜｜√（ｆｗ×ｆｔ）／ｆｄｏｅ｜＜０．１０
なる条件を満足することを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項５】
　前記第１の媒質は、ガラス転移温度ＴｇＡが
　ＴｇＡ≦６５０℃
なる条件を満足する低融点ガラスであることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項
に記載の光学系。
【請求項６】
　前記回折格子と前記第２の媒質により形成された回折格子とが密着接合されて構成され
る回折光学素子を含んでおり、
　前記第２の媒質のｄ線に対する屈折率をｎｄＢ、前記第２の媒質のｄ線に対するアッベ
数をνｄＢ、前記回折光学素子の格子厚をｈｄ、とするとき、
　ｎｄＡ－ｎｄＢ＞０
　ｎｄＢ≧１．６０
　νｄＢ≦２５
　ｈｄ≦８μｍ
なる条件を満足することを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項７】
　前記第２の媒質は、紫外線硬化樹脂または微粒子分散材料であることを特徴とする請求
項６に記載の光学系。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の光学系を有することを特徴とする光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　本発明の一側面としての光学系は、複数のレンズ群を含む光学系であって、前記複数の
レンズ群のうちの１つのレンズ群に含まれ、第１の媒質により形成された負レンズと、前
記負レンズの少なくとも１つのレンズ面に形成され、前記第１の媒質とは異なる第２の媒
質に密着する回折格子と、前記１つのレンズ群に含まれ、前記第１および第２の媒質とは
異なる第３の媒質により形成された正レンズと、を有し、前記第１の媒質のｄ線に対する
屈折率をｎｄＡ、前記第１の媒質のｄ線に対するアッベ数をνｄＡ、とするとき、
　ｎｄＡ≧１．７
　４０≦νｄＡ≦５５
なる条件を満足し、かつ、
　前記第３の媒質のｄ線に対する屈折率をｎｄＣ、前記第３の媒質のｄ線に対するアッベ
数をνｄＣ、とするとき、
　ｎｄＣ≦１．５５
　νｄＣ≧６０
なる条件を満足することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　条件（９）～（１１）は、材料Ａにより形成された回折面に密着接合されて１つの回折
光学素子の働きをなす樹脂材料または微粒子分散材料である材料Ｂの特性を規定する。図
９には、条件（９）～（１１）を満足する材料Ｂの範囲を矩形枠で示している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　以上説明したように、本実施例の超望遠レンズでは、諸収差、特に軸上色収差や倍率色
収差を良好に補正することができる。しかも、回折格子（つまりはＤＯＥ）の格子厚を小
さくすることができ、斜入射光に対する回折効率の低下を抑制することができ、斜入射光
がＤＯＥに入射することによって発生する不要回折光（フレアやゴースト）を低減するこ
とができる。これにより、該超望遠レンズを通した撮影において、収差の影響やフレアや
ゴーストの写り込みがほとんどない良好な撮影画像を取得することができる。
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